
























































がある。ともに APU の留学生を調査対象としている。 
 Browne & Lee (2011)は、第 2 学期以降の学生に対して日本人との接触状況をアンケートし、報告している。日本への
留学という環境の中で学生がどのように日本人と接触しているかを調査し、二言語教育大学の利点と問題点を論じてい
る。ここでは、日本にいながら日本語での接触が少ないことが報告されている。 
















対象レベルは日本語ゼロスタート２クラス（A グループ）４２名、初級既習２クラス（B グループ）３１名、計 4 ク
ラス７３名である。国籍・地域は韓国 21 名、中国 24 名、台湾 4 名、非中国非韓国２０名（タイ 5 名、ベトナムとイン      
ドネシア各４名、アメリカとバングラディッシュ各２名、パプアニューギニアとブルネイとサウジアラビア各１名）で
ある。 


































































① 日誌１…会話機会に関する日誌（注 3 
  4 月 23 日（第２週 4 日目）から 5 月 20 日（第 6 週 3 日目）1 週間 1 枚で、4 回分 
 ②インタビュー１…個々の学生に日本語学習歴、会話に対する態度に関するインタビューをしたもの 
 ③日誌２…第２クウォーター（注 4 に入ってタスクとして課した教室外での 10 分会話日誌１週間分 






 ②来日 2 か月ほどたつと①の状況からどう変わっているか。（インタビュー１） 
 ③一人の人と 10 分ぐらい話す練習をするという授業活動としてのタスクを与えた場合、学生はどのようにタスクを達 
  成してくるか。（日誌２、インタビュー２）本当に話すという状況を考えると、10 分ぐらいの会話をする機会をど  













































































































1.  研究会の成果は、2009 年春社会言語科学会全国大会予稿集を参照されたい。 
2.  この項目には無回答者が３名あった。 
3.  2010 年の菅、片山の研究会で菅氏が作成したものを使用している 
4.  APU は春秋２学期制であり、言語科目は１５週のセメスター制が取られているが、言語科目以外は授業７週のク  
  ウォーター制を取っている 
5.  APU では、新入生は原則学生寮 AP ハウスで生活する。寮の部屋は、一人部屋（シングルルーム）と日本人学生 
  と留学生の二人部屋（シェアルーム）がある。シェアルームは、お互いの反対言語（英語）と日本語）の使用機会 
   をふやす目的で設けられている。   
6.  RA は Resident Assistant の略で、寮での共同生活がうまくいくよう、新入生の生活指導の相談を行うため、先輩 
   学生から選ばれる。日本人も留学生もいる。   
7.  寮生活での問題を話し合い、規則などの徹底を図るために定期的に行われている寮生の会議のこと。使用言語は 
154
ポリグロシア 第22巻（2012年3月）
  日本語と英語であるが、どちらが優勢であるかは、メンバーと議題により異なる。 
8.  APU は５０カ国以上の学生が集まるため、学期中に言語ごとに１週間のマルチカルチュアルウィークと呼ばれる 
  文化週間があり、コリアンウィークはその一つである。韓国の学生が韓国文化紹介のため様々な準備を行った。 




Browne, K. C. & Lee, R. A. (2011). Context and Contact: the impact of a Japanese international university environment on  
Japanese use outside the classroom. Polyglossia Vol. 20, pp. 5-13 
片山智子・菅智穂（2010）「日本語初級学習者の接触場面に関する実態調査」『ポリグロシア』19 巻, pp.79-89 
フィル・ベンソン（2011）「教室を越えた言語学習の場の考察」（トムソン木下千尋訳）青木直子・田中賀之編『学習者
オートノミー』（2011）ひつじ書房, pp.223-239 
由井紀久子（2005）｢日本語教育における｢場面｣の多義性｣『無差』第１２号（京都外国語大学日本語学科紀要）pp.1-22 
 
 
155
初級新入生の教室外での日本語コミュニケーション状況
